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Ａ．研究目的 
 医療経済評価において生産性損失を評価

の対象に加えることは重要である。先行研

究「ウイルス性肝疾患に係る各種対策の医

療経済評価に関する研究」では、様々な生

産性損失算出方法をレビューし、利用しう

るデータを使用し、最も適切と思われる方

法を用いて、各種病態における性・年齢別

の年間あたりの生産性損失を推定した。   
生産性損失には、就業中の患者が、障害

が原因で休業をすることにより生じる生産

性の損失である Absenteeism と、就業中の

患者が、就業はしているものの、障害がな

い状態と比較して生産性が落ちていること

によってもたらされる Presenteeism とが

あるが、先行研究ではデータの制約から

Presenteeism の評価が不十分であった。 
 本研究では、評価尺度 WPAI を用いて

Presenteeism を含む生産性損失の推定を

行う。 
 
Ｂ．研究方法 
1）測定ツール―Work Productivity and 
Activity Impairment Questionnaire
（WPAI）について 

Absenteeism は、休業により休んだ日数

分を労働損失とみなすために客観的評価が

可能であるが、Presenteeism は客観的に

測定することが困難なで、患者本人に主観

的に評価してもらう方法が一般にとられて

いる。Presenteeism を測定するためのツ

ールの開発は米国を中心に行われており、

信頼性・妥当性が報告されている質問票と

して WPAI1)、Work Limitations 
Questionnaire（WLQ）2),3)、Stanford 
Presenteeism Scale（SPS）4-6）などがある。

これらは全て自己申告により健常の場合を

100％(または 10)とした場合の労働遂行能

力を数値化する主観的尺度である。 

研究要旨 
医療経済評価において生産性損失を評価の対象に加えることは重要である。本研究で

は、評価尺度 WPAI を用いて Presenteeism を含む生産性損失の推定を行った。 
 調査は、日本肝臓病患者団体協議会に加盟する患者会のうち、本研究の趣旨を説明し

賛同を得た 17 団体の協力を得、無記名自記式の質問紙を用いた郵送法による調査を行

った。不足する B 型肝炎のサンプル数を補うために、患者パネルを用いたウェブ調査を

併用した。平成 27 年 3 月 31 日時点で調査票による調査 1,967 名、ウェブによる患者パ

ネル調査 533 名より回答があった。今年度はデータの回収中であり分析に至っていない

が、これらの情報により、ウイルス性肝炎に関する生産性損失を明らかにすることが可

能になる。 
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 WPAI は、疾病等の健康が損なわれてい

る状態が、仕事の生産性にどのような影響

を及ぼしているかを測定するツールとして

開発されたもので、既存の関連評価指標を

レビューした上で、6 つの設問を設定し、

インタビューにより試行することにより作

成されたものである。WPAI はあらゆる健

康状態に用いられるもの（WPAI-GH）とあ

る疾病に対して用いられるものとに大別さ

れ、後者は現在のところ頭痛、喘息／アレ

ルギー、肝炎等、42 の疾病について存在し

ているが、設問内容に大きな違いはなく、

設問中の「健康上の問題が」という文言が、

「頭痛が」等、対象となる疾病に置き換え

られたものである。 
  
 WPAI－GH は別添のような 6 つの設問

からなるが、これらの設問が設定されたの

は以下のような理由がある。 
 
1 「報酬を伴う仕事をしている」という付

記をした理由 
 設問１で「現在、お勤めしていますか？」

という文の後に「報酬を伴う仕事をしてい

る」という括弧書きを付け加えている。こ

れはインタビューの結果、自営業の人は

「employed」とすると戸惑うことがわかっ

たためということからのようである。 
 
2 「過去 7 日間」とされた理由 
SF-36 では「過去 1 ヶ月間」の問題を聞い

ているが、WPAI では過去 7 日間の影響を

聞いている。これはインタビューの結果、1
週間以上前の状態は正確性が著しく低下す

るという理由からのようである。 
 
3 休業した時間と仕事ができた時間の両

者を聞いている理由 
 Absenteeism を計算する場合、休業した

時間のみを聞き、分母は 1 日 7 時間乃至 8
時間の労働時間を分母とすることが多いが、

実際は個々人によって労働時間が異なるの

で、実際の働いている時間を分母にするほ

うがより正しいだろうということから両者

を聞き、両者の合計を分母としている。 
 
4 設問５，６で詳細な注意書きがされてい

る理由 
 WPAI では量的な評価をできるだけ正確

に行うために、先行の NHS や SF-36 を参

考の上、詳細な注意書きを設定したようで

ある 1)。 
 
 上述してきたように、WPAI は疾病によ

る労働者の生産性損失について測定するツ

ールとしてこれまで多数の実績があり、ま

た、6 つの設問により評価できるため実施

しやすいという利点があり本研究にて採用

した。 
 
2）対象及び調査方法 
 日本肝臓病患者団体協議会に加盟する患

者会のうち、本研究の趣旨を説明し賛同を

得た 17 団体の協力を得、無記名自記式の質

問紙を用いた郵送法による調査を行った。 
具体的手順は、①調査への参加について

了承を頂いた患者会に、無記名自記式の調

査票を会員数分郵送した。②各患者会は、

会員個人向けの住所ラベルを添付し、患者

会から会員向けに発送した。③調査票を受

け取った会員個人は、調査票に含まれてい

る説明文、依頼文を読み、調査に同意した

場合には回答を行い、香川大学医学部公衆

衛生学宛に返送してもらった。これにより

研究者は会員個人の住所情報を取り扱わず

個人の同定は不可能となった。 
調査票は基本属性、WPAI の他に、効用

値との比較も行うため、EQ5D、SF6、
CLDQ(Chronic Liver Disease 
Questionnaire)9)等を含めた。  
調査は平成 27 年 2 月 10 日～平成 27 年 3

月 31 日の期間に行い、4,475 名に送付し、

3 月末日時点で 1,967 名（44％）より回答

を得た。 
 
3）ウェブによる患者パネル調査 
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 今回調査とした対象が比較的高齢者が多

いこと、またウイルス種では C 型が多く B
型の患者数が不足するため、患者パネルを

用いたウェブ調査を併用した。調査対象は

A 社の患者パネル（2014 年 7 月）のうち「最

近 1 年以内に B 型肝炎で受診した人」とし

た。調査は平成 27 年 3 月行い、997 名に

依頼し 533 名（53.5 %）から回答を得た。  
 
4）倫理的配慮 
 本研究の実施に当たり香川大学医学部倫

理委員会の審査承認を得た（平成 26-141）。 
  
Ｃ．研究結果 
1）調査票による調査 
 平成 27 年 3 月 31 日時点で 1,967 名から

回答があった。その内訳は B 型肝炎 414 名、

C 型肝炎 1,457 名、混合感染 12 名、その他

84 名であった。まだ調査票の回収が続いて

おり、集計及び生産性損失の推定は次年度

以降に行う予定である。 
 
2）ウェブによる患者パネル調査 
 533 名より回答があり、B 型 396 名、C
型 9 名、その他 128 名であった。調査票に

よる調査と併せて集計、生産性の損失の推

定を行う予定である。 
 
Ｄ．考察 
本年度の研究では、Absenteeism、

Presenteeism を含めた生産性損失に関す

る調査を実施した。平成 26 年度末日時点で

データの回収中であり分析に至っていない。

これらの情報により、ウイルス性肝炎に関

する生産性損失を明らかにすることが可能

になると考えられた。 
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資料 WPAI-GH 設問 

1.  現在、お勤めしていますか？（報酬を伴う仕事をしている）____ いいえ ____はい 
 （「いいえ」の場合は、「いいえ」にをつけ、質問 6 にお進みください。） 

以下の質問は過去 7日間について問う質問です。今日を含めずにお考えください。 

 

2.  過去 7 日間、健康上の問題により、何時間ぐらい仕事を休みましたか？健康上の問題
が原因で体調が悪くて休んだ時間、遅刻・早退をした時間などは全て含めてください。
この調査に参加するために休んだ時間は含めません。 

________時間 

 

3.  過去 7 日間、休日や祝日、またこの調査に参加するために休んだ時間など、健康上の

問題以外の理由で何時間ぐらい仕事を休みましたか？ 

________時間 

 

4.  過去 7 日間、実際に働いたのは何時間ですか？ 

________時間（「0 時間」の場合は、質問 6 にお進みください。） 
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5.  過去 7 日間、仕事をしている間、健康上の問題がどれくらい生産性に影響を 
及ぼしましたか？ 

 
仕事の量や種類が制限されたり、やりたかった仕事が思ったほど達成できなかったり、
普段通り注意深く仕事ができなかったりした日の事などを思い出してください。もし、
仕事に対する健康上の問題の影響が少ししかなかった場合は、小さい数字をお選び 
ください。影響がひどかった場合は、大きい数字をお選びください。 

 
仕事をしている間、健康上の問題がどれくらい生産性に影響を 

及ぼしたかのみお考えください。 

健康上の問題は仕

事に影響を 及ぼ

さなかった 

           健康上の問題は完

全に仕事の妨げに

なった 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

数字を○で囲む 

 

6.  過去 7 日間、健康上の問題がどれくらい、仕事以外の日常の色々な活動に影響を及ぼ

しましたか？ 
 

日常の諸活動とはあなたが普段こなしている家事、買い物、育児、運動、勉強などの
活動を指します。活動の量や種類が制限されたり、やりたかった事が思ったほどでき
なかったりした日の事などを思い出してください。もし、日常の諸活動に対する健康
上の問題の影響が少ししかなかった場合は、小さい数字をお選びください。影響がひ
どかった場合は、大きい数字をお選びください。 

 
健康上の問題がどれくらい、仕事以外の日常の色々な活動に影響を 

及ぼしたかのみお考えください。 

健康上の問題は日

常の諸活動に影響

を及ぼさなかった 

           健康上の問題は完

全に日常の諸活動

の妨げになった 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

数字を○で囲む 

 
 

 


